








要約:長期経過している腎疾患患児において、日常生活と安静による尿蛋白分析像の相違に

ついて検討した。腎機能正常例では、γ-globulin 値が普通生活で高値を示し、体位性蛋

白尿類似のパターンを呈する症例がみられたが、安静により著しく低下した。一方腎不全

例や高度尿細管間質病変を有する症例では、安静にてほとんど変動がみられなかった。尿

蛋白分析像が、腎機能予備能の一つの指標となりうると考えられる。 


